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本学との包括的地域連携協定先である各自治体及び諸団体の皆様、地域社会でお世話

になっている関係者の皆様には、日頃より地域連携推進センターの活動に御理解と御協

力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

地域社会の在り方が社会的課題としてテーマになった事例として、福井県知事であ

った西川一誠氏が、その著書『ふるさとの発想』（2009）でつながりの再生を語り、

新たな地域創生として「新しいふるさと」を提唱したことが挙げられます。現在、一

般的になった関係人口（特定の地域で継続的に多様な形態でつながる人）もその一つ

です。15年以上たった今、地域社会の衰退は消滅自治体の現実も目に見えるところに

きています。一方では、新たにウエルビーイング（社会的にも幸せに生きる）の実現

も唱えられ始めており、まさに地域社会の存続が喫緊の課題となっているのです。対

策の一つとして、社会関係資本に注目が集まってきました。つながること自体が個人

の資産であり、地域社会の資源（社会関係資本）となります。基本は、地域社会にお

ける信頼・規範・ネットワークです。社会教育を基盤とした「人づくり、つながりづ

くり、地域づくり」の循環が、地域社会における個人と地域全体のウエルビーイング

の向上をもたらすことに期待がかかります。 

以上のような社会のニーズを受け山積する課題を改善するためには、自治体をはじ

め地域活動の中核を担っている多様な分野の組織、団体、地域住民の連携・協働が必

要不可欠です。すなわち地域総ぐるみで総合的につながり合うことが必要となるので

す。その意味で本学が推進する包括的地域連携協定に基づく地域連携事業プランは、

多様な主体がそれぞれの立場から主体的に取り組みつつ、必要に応じてつながり合う

ことで地域課題の解決に多大な貢献をしています。 

 ここに令和６年度の実施報告書を発刊致します。報告書は包括的地域連携協定に基

づく活動の成果をまとめたものです。これからも協定先との連携・協働を通じて活動

内容をより充実させ、「人づくり・つながりづくり・地域づくり」の構築を目指した活

動を継続的に展開していきたいと考えています。 

本学は地域社会と共に歩む大学の実現と学生の人材育成に重点を置き、学是である

「自律処行（自らの良心に従い、事に処し善を行う）」の具現化を目指しています。こ

の基本方針に沿って地域連携推進センターでは、地域社会のニーズに基づく先進的な

地域連携システム（九州共立大学モデル）を構築し、「地域の皆様と共に」をモットー

に、オープンな存在としてその機能を提供して参ります。皆様方のご協力をお願い申

し上げます。 
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九州共立大学 地域貢献・連携事業報告書

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
共
大

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 10/26、10/27、11/19、11/22 計４回

実施場所 猪熊小学校、頃末小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者･参加人数
経済・経営学科科目ワークショップ B及び D（ステ・公）履修者

32名

経  費 0 円（交通費は水巻町負担）

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

当事業は、水巻町内の小学校 2校、猪熊小学校、頃末小学校に対して、水巻町地球温暖化

防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本学経済学部経済・経営学科の授業科目である

ワークショップ B及び D（ステ・公）を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが

環境問題について楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。

また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行ったが、これは、来

場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを目的とする取り組みである。

２．実績

出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもらい、また、

家庭ゴミ（サンプル）の分別及びパッカー車への投入を体験してもらうが、本学の学生

は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。

コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使い、来場者

にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学生）と答え合わせをし

た後、エコファミリーについて説明を行うことにより、環境問題に関する知識を身に付

けてもらった。

３．効果

出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食品ロス問題の講

師を本学学生が担当させていただいているが、説明にクイズを取り入れる等工夫を凝らしたこと

により、子どもたちがより環境問題に興味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれ

たとの報告を昨年度も産業環境課より受けている。

また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理解を深めることに

貢献することができたと考える。なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分た

ちが希望する行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携事

業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 ごみの分別をテーマに複数校で授業を行いました。当初は準備不足で参加してしま

い、子供達からの疑問に答えることができませんでした。この経験を踏まえ、その後は

チームで事前に役割分担を明確にし、関連知識の調査・想定質問への回答準備など入念

な準備を行いました。その結果、子供達は授業を理解し積極的にごみの分別をしてくれ

ると約束してくれました。この経験から、事前準備の重要性と、周囲と連携しながらよ

り良い成果を生み出す力を学びました。

今後の改善内容

及び展開

令和 7 年度においても水巻町環境出前講座事業は継続されるため、引き続きワークシ

ョップ C（ステ・公）の履修者を各小学校に派遣し、子どもたちの環境問題へのさらな

る理解に繋げていきたい。

また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業観も養っていきたい。

目 次

《 ᡲઃ᳽ᝡྂ事業؏ע 》

【൦ࠇထ】

൦ࠇထ࿢ؾЈ前講座事業

JR ൦ࠇᬜԗᡀǤȫȟȍーǷȧȳ事業

【ထ׽ޢ】

˰民に「๾ƍ」Ʊ「কƍ」Ǜ੩̓Ƣる「まƭǓ׽ޢ」

ᇹ 34 ׅƾǕƋƍスポーツȇー ᇹ 21 ˟Ǧǩーǭȳǰ大˟・Ȟȩǽȳ大׽ޢׅ

ƾǕƋƍȕǡȟȪー˳力ยܭ˟

ᨦƕƍᎍクȪスȞスʩ්˟

【ᢒ᝶ထ】

൦ࠇ᳽ᢒ᝶עғȐスǱットȜーȫ教ܴ

ᢒ᝶߷ᬜ前ǤȫȟȍーǷȧȳ事業

【҅ʋ߸市】

Ʋǋ᫢ؘプロジェクト܇

【οࠪᙱғ】

ᇹ 23 ׅؗ߷ƍƬƤƍฌੈ

【ɶ᧓市】

ɶ᧓市「部෇ѣો᪃実ᚰ事業」

【宗像市】

ᢃѣ部෇ѣのע؏ᆆᘍૅੲ事業

ᩉ޽（大ע޽ғ）のͤࡍƮƘǓ事業

【ᅦޢჄᇌᅈ˟教Ꮛዮӳǻȳǿー】

ᅈ教ǻȳǿーȕェスȆǣȐȫ

ᇹ 41 ׅɶ׎ׄ・׎・ʋ߸עғ生涯教Ꮛ実ោ研究ʩ්˟

【ᅦޢჄᇌᒍ᩷ޛࢠ年のܼ】

ƻƜƞǜȟȉȫǭȣȳプ（スポーツᅈ˟教Ꮛ実習）

【ᢒ᝶̮ဇ᣿ࡉ】

ᳺਖԡ ᅈᧈᅼ୿᳻ ᲧᅈᧈにӷᘍƢる 2 ଐ᧓Ყ

【Ʀの˂】

スポーツܤμң˟я঺事業「ˋԧ 6 年度スポーツ෇ѣሁ୍ӏڜѕя঺事業」

ᇹ 1 ׅ ிǢジǢƾƏƤǜȐレーȜーȫ大˟

プロジェクト޽ע

学生のƨǊのレșȫǢップჺ期൦ප教ܴݱ

৵ރǤȫȟȍーǷȧȳ

ʴ஬Ꮛ঺プロǰȩȠ໎᧸؏ע

九州共立大学 地域貢献・連携事業報告書

年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 第 34 回ふれあいスポーツデー 第 21 回岡垣ウォーキング大会・マラソン大会

九
共
大

担当者 名頭薗 亮太

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 岡垣町

責任者 生涯学習課 公民館係

事業実施日・回数 2025 年 3 月 9 日《計 1 回》

実施場所 岡垣町立内浦小学校 運動場

事業対象者･参加人数
ウォーキング・マラソン大会参加者 269 名

スポーツ学部学生 ７名

経  費 地域連携推進センター/岡垣町（謝金等）

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

第 21 回岡垣ウォーキング大会・マラソン大会の参加者を対象に、「体力測定会」を実

施した。主に小・中学生を対象に跳躍力や投能力、敏捷性の測定とフィードバックを実

施することで、今後のスポーツ活動や体力づくりを楽しく健康的に行うための一助とす

ることを目的とした。また、ウォーキング大会・マラソン大会を安全に実施するために

イベント中の救護活動にも取り組んだ。本イベントを開催するにあたり、教員１名が事

前事後の委員会に参加し、実施内容の検討や安全に開催するための打ち合わせを実施し

た。

２．実績

「体力測定会」では、跳躍力（垂直跳び）、投能力（ドッジボール投げの投球速度）、

敏捷性（T テスト）の 3 種目を実施した。オリジナルの測定記録用紙を作成し、記録の

記入だけでなくフィードバック用の基準値なども記載し、小学生でも体力測定の結果の

良し悪しが分かりやすくなるようにした。測定会の参加者数は小学校低学年 35 名、小学

校高学年 50 名、中学生 11 名、高校生 4 名の合計 100 名であった。

３．効果

今回実施した体力測定では、学校で実施されている新体力テストとは異なる測定項目

を設けた。さらに、スピードガンや加速度センサーを活用することで、普段では測定で

きない専門的な体力を評価することができたため、参加者にとって新たな気づきに繋が

ったのではないかと考える。また、保護者の方からも測定内容について熱心な質問があ

り、有益な情報を提供できたのではないかと考える。

学生の声 学生からは、「普段大学で学習している専門的な用語を、小学生や保護者の方、地域の

方々に分かりやすく伝えることが難しかった」「測定は問題なく行えたが、測定結果を伝

えることに苦戦した」「様々な世代の方と接することができて貴重だった」といったコミ

ュニケーションに関する意見が多かった。

今後の改善内容

及び展開

昨年度は測定種目を 10 種目設けていたため、測定だけ実施しフィードバックをする余

裕がなかった。そのため、今年度は種目を 3 種目に変更し、記録用紙にもフィードバッ

クの説明を記載するといった工夫を行なった。昨年度に比べると本学学生と参加者がコ

ミュニケーションを取る時間が多く確保できていたと思われる。しかしながら、参加者

の待ち時間も少し長い様子であったため、来年度以降は種目の追加とそれに伴う人員の

増加ができるとより良い会になると思われる。また、今年度は参加者の記録を控え、学

年や性別、専門競技別に各測定項目の平均値を算出することができたため、来年度以降

も継続し地域にフィードバックすることで、岡垣町における子ども世代の体力向上の一

助に繋がるのでないかと考える。また、「救護活動」についても引き続き継続し、安全な

スポーツ活動の場づくりに貢献できればと考えている。
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い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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事業プラン名 障がい者クリスマス交流会

九
共
大

担当者 花田 道子、アダプテッド・スポーツ研究部

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 岡垣町社会福祉協議会

責任者 地域福祉係

事業実施日・回数 2024 年 12 月 8 日（日）《 全１回 》

実施場所 岡垣町社会福祉協議会「いこいの里」
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事業対象者：町内在住の障がいのある人や児童約 90 名

参加人数（学生ボランティア）：18 名
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実績と効果
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さり会場が笑顔に包まれた。これまでは年齢層が高い傾向にあったが今年度は子どもか

ら若者の参加もあり、大学生も含め、異年齢の交流も深めることができた。帰り際に、

「楽しかった！」とたくさんの方からお言葉を頂き、学生たちの自信にも繋がったよう

である。岡垣町社会福祉協議会の方からも来年も、是非来て欲しいと要望があった。

３．効果

障がい者とボランティア、地域住民が交流することで、互いの理解が深まり、支え合

う関係が築かれている。特に、大学生ボランティアの参加は、若い世代の地域貢献意識

を高めるきっかけとなっている。交流会では、障がいのある方々が地域の人々と楽しく

過ごす機会が提供される。これにより、障がい者が地域社会の一員として受け入れら

れ、助け合えるコミュニティができる。

また、クリスマス交流会は、地域のイベントとして定着しており、多くの人が参加す

ることで町の魅力を高める要因となっている。このように、交流会は単なるイベントで

はなく、地域社会の結びつきを強め、より温かいコミュニティを形成する重要な役割を
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学生の声 岡垣町社会福祉協議会の方々と早い段階から綿密な打ち合わせを重ね、より良い会と

なるよう内容を慎重に検討しました。参加者の皆様を事前に把握し、多くの方と触れ合

える工夫を凝らしながら、誰もが楽しんで参加できるよう努めました。このような貴重

な機会をいただき、心より感謝申し上げます。

今後の改善内容

及び展開

今年度は岡垣町社会福祉協議会の方が大学に何回か出向き、アダプテッドスポーツ研

究部の活動に参加してくださったりと協力してこの事業成功のために企画を練ることが

できた。アイスブレイクから始まり、1.手拍子体操、2.ハイタッチリレー、3.自己紹介ゲ

ーム、4.この曲な～んだ、5.はちゃめちゃカラーボールバレー、6.班のみんなで協力！7.

クロスワード！、8.フォトフレームづくりと学生たちの想いがたくさん詰まった素敵な

プログラムであった。打合せの段階から学生たちが責任感を持って関わり、貴重な経験

をさせて頂いた。今後も学生たちのマンパワーが社会の力となるように地域と連携し、

これからも頑張りたい。
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行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 子ども食堂プロジェクト

九
共
大

担当者 甘 長青（ちょボラ部部長）・尾上百合加（ちょボラ部副部長）

所 属 経済学部

連
携
機
関

機関名
北九州市役所子育て支援課、元気食堂、たけごはん、子ども食堂ひだまり、

子ども食堂～居場所

責任者
元気食堂（北九州市社会福祉協議会 四宮 嵩世氏）

たけごはん（Community Family Team LUCE 桒野 明子氏）等

事業実施日・回数 2024 年 4 月～2025 年 3 月《 全 28 回 》

実施場所 筒井市民センター他

事業対象者･参加人数
事業対象者：子ども食堂参加の小学生

参加学生数：九州共立大学 のべ 82 人

経  費 なし

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

子ども食堂は、地域の大人が子どもに無料または低額で食事を提供し、孤食の防止や

安心して過ごせる子どもの居場所づくりを目的とした全国的な取り組みである。

北九州市においても、平成 28 年度から 2 年間、公設民営による子ども食堂のモデル

事業を実施し、そのノウハウを民間に広げることで、民間主体の活動として子ども食堂

を普及させてきた。その結果、現在では市内の子ども食堂は約 85 ヶ所にまで増加してい

る。本プロジェクトにおいて、本学の学生は、こうした地域の子ども食堂の運営支援や

交流活動に参加することで、地域課題の理解を深め、子どもたちとの関わりを通じて、

将来の地域づくりに資する人材の育成を図る。

２．実績

ちょボラ部では、北九州市内で開催されている 3 カ所の子ども食堂に定期的に参加

し、それぞれの主催する地域の方々と連携しながら、子どもたちの居場所づくりに取り

組んだ。

活動内容としては、一緒に食事をすることに加え、宿題等の学習指導や遊びなど、保

護者がお迎えに来るまでの時間を子どもたちが安心して楽しく過ごせるように努めた。

令和 6 年度の 1 年間で、これらの子ども食堂は、合計 28 回開催され、本学からのべ

82 名の大学生がボランティアとして参加した。継続的な関わりを通じて、これまで気づ

かなかった子どもたちの様子などを感じ取ることができ、大学生が大人と子どもの架け

橋となることができたのではないかと考える。

３．効果

子ども食堂では、大学生も子どもたちと一緒に食事をすることで、自然な交流が生ま

れ、地域への関心や地域貢献意識も高まった。一方で、学校の先生や保護者以外の大人

とふれあう機会が少ない子どもたちにとって、大学生の存在は新鮮で親しみやすく、子

ども食堂が楽しく安心できる居場所となっている。大学生が関わることで、世代を越え

たコミュニケーションが生まれ、子どもたちにとっても貴重な体験の場となっているの

ではないかと考える。

学生の声 学生からは、「子どもだけでなく、地域の人も参加していることを知った」といった感

想や「回数を重ねるごとに、より良好な関係性を築くことができた。また、子どもたち

が友達を誘ったりと、子どもたちの人数も一気に増え、活気あふれる活動となってい

る」といった様子が寄せられた。

今後の改善内容

及び展開

現在、子ども食堂は「子どものための場」から「多世代型の地域交流拠点」へと変化

しつつある。そのためには、より多くの大学生に子ども食堂の存在を知ってもらい、地

域の一員としての意識を高めることが重要であると感じている。

また、いまだに子ども食堂に対してマイナスイメージを持つ人もいる中で、大学生が

実際に参加することによって、そのようなイメージを少しでも払拭していければと思

う。
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３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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事業プラン名 第 23 回 堀川いっせい清掃

九
共
大

担当者 甘 長青（ちょボラ部部長）

所 属 ちょボラ部

連
携
機
関

機関名 堀川まちおこし事業実行委員会

責任者 おりお堀川を愛する会 重藤(しげとう) 一(はじめ) 氏

事業実施日・回数 2024 年 10 月 6 日（日）9:00～11:00

実施場所 八幡西区折尾地区[堀川周辺]

事業対象者･参加人数
事業対象者：周辺地域の教育機関、企業、行政、地元住民、など

参加者数 ：九州共立大学 ちょボラ部 16 名

経  費 なし

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

本活動は、「堀川を何とかしよう」という地域住民の強い思いから平成 14 年度に堀川
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２．実績
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や、「普段あまり接点のない世代の人たちと協力することで地域への愛着が深まった」と
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今後の改善内容

及び展開

毎年、この清掃活動を楽しみにしている大学生も多く、活動後には「また来年も参加

したい」との声も聞かれた。

本活動は、単発の清掃イベントとして終わるのではなく、地域の一員として堀川を守

り続けるという意識を共有しながら実施していくことが重要だと考える。今後も地域住

民や行政、学校、企業などと連携しながら、堀川を次世代に引き継ぐための活動を大切

に続けていきたい。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
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また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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関
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責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回
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また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
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他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名
中間市「部活動改革実証事業に関する大学生の部活動指導員としての参画」

～中学生のための持続可能な地域スポーツクラブ活動体制整備にむけて～

九
共
大

担当者 靍林 幸喜

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 中間市教育委員会

責任者 学校教育課

事業実施日・回数 2024 年 7 月～2025 年 2 月の 67 日（134 時間）

実施場所 中間市立中間中学校グラウンド

事業対象者･参加人数
事業対象者：中間市立 4 中学校野球部員

参加人数：15 名（中学生）、1 名（大学生）

経  費 中間市（スポーツ庁部活動改革に関する実証事業補助金）

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

本事業は、本学と中間市との包括的連携、及びスポーツ庁が推進する部活動改革「地

域スポーツクラブ活動体制整備事業」の実証に貢献するものである。部活動改革は、教

員の負担軽減、活動する中学生の活動機会の充実を図るものである。

中学校・高校で野球部活動を経験し、大学 2 年生で社会体育論、3 年生で地域スポー

ツ論を学ぶ学生が、土・日曜日の野球部活動を 4 校合同で行う中間市立中学校におい

て、主管・練習会場校である母校の恩師からの要請を受けて、部活動指導員として中間

市から任用され、ほぼ毎週指導に携わっている。

２．実績

2024 年 7 月から、毎週土曜日または日曜日のどちらか一日 2 時間程度、中間市立中間

中学校グラウンドにおいて実施される、中間市立 4 中学校合同の野球部活動に、本学の

学生 1 名が継続して部活動指導員として指導に携わった。指導においては野球に関する

技術指導を中心に行った。

３．効果

土日の活動において、4 中学校の野球部顧問教員は交代で生徒の出欠、見守りを行

い、練習に関しては学生が主となって指導した。従って、土日の野球部活動における教

員の負担は大きく軽減された。

中学生にとっても、平日は自校で少ない人数でできることだけ練習しているが、土日

の活動においては、チーム練習ができ、大会参加や練習試合も可能となり、他校の生徒

とも交流できるなど、地域スポーツクラブ活動としてのメリットを享受している。

本事業への学生の参画は、中間市の教育や、スポーツ振興に対する大きな助けになっ

ている。また、スポーツ庁が推進する部活動改革事業の実証にも貢献している。今後も

地域スポーツクラブ活動の指導者として、継続的に携わることができれば、中間市の中

学生のための持続可能なスポーツ環境づくりに貢献すること大である。

学生の声 事業に参画する学生からは、「これまでのスポーツ経験による知識や技能、大学での学

びを活かすことができている。」「学校や教育委員会が企画する事業に貢献することがで

きる成就感を感じている。」「中学校の部活動改革に関して、効果や課題が明確に見えて

いる。」「自分自身の指導者としての自覚が高まり、社会人基礎力の向上につながってい

る。」といった声が抽出された。

今後の改善内容

及び展開

中間市においては、2022 年度から吹奏楽部の土日の 4 中学校合同練習から実証事業を

開始し、2023 年度陸上競技部、2024 年度野球部、2025 年度から柔道部が地域スポーツ

クラブ体制整備事業の実証事業として地域活動として展開している。中間市教育委員会

は、今後さらに剣道部など他の競技種目にもこの事業を広げていく方針を示している。

本学は、2024 年度からスポーツ庁の重点地域指定を受けた福岡県教育庁と福岡県知事

部局の依頼により、福岡大学や複数の企業と連携して「アスリート人材活用」に関する

実証事業を行っている。この事業は 2025 年度も継続は決定しており、本学学生の「アス

リート人材」としての活動は、中間市のみならず、北九州市、及び近郊の市町から要請

される可能性が高い。

できるだけ多くの学生の指導者研修の受講、指導者としての登録により、本学が連携

する市町を中心に、学生が地域スポーツの振興に貢献し、指導経験よる学生自身の成長

を目指して、同様の事業を発展させる必要がある。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 運動部活動の地域移行支援事業

九
共
大

担当者 松﨑 淳

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 宗像市役所

責任者 文化スポーツ課

事業実施日・回数 2024 年 4 月〜2025 年 3 月（全 3 回）

実施場所 宗像市役所、グローバルアリーナ

事業対象者･参加人数
事業対象者：行政・スポーツ施設職員、地域住民、

参加人数：11 名（大学生・教員）

経  費 九州共立大学スポーツ学部スポーツ学会助成金

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等
本プロジェクトは、宗像市における中学生の部活動改革プロジェクトを調査対象と

し、スポーツ政策の学術的探究を目的に実施された。学生 4 名は、宗像市役所文化スポ
ーツ課およびグローバルアリーナ事業担当者に対する半構造化インタビューを通じて、
改革の実態や課題を明らかにし、戦略的提携のフェーズに基づいた研究を進めた。その
成果を、日本生涯スポーツ学会第 26 回大会におけるポスター発表としてまとめ、将来的
に他自治体への知見共有を視野に入れた学術的・実践的な活動を展開している。さら
に、本研究は松﨑ゼミナールの 3 年生が中心となって取り組み、ゼミ全体で先行研究の
調査やリサーチクエスチョンの設定を協力して行い、学術的手法を実践的に学ぶ貴重な
機会となった。今回得た知見は今後の卒業研究や地域連携活動への発展が期待される。

２．実績
本プロジェクトでは、宗像市の中学校における部活動改革を対象に実地調査を行い、

宗像市役所文化スポーツ課およびグローバルアリーナ事業担当者への半構造化インタビ
ューを通じて、改革の背景や官民連携の実態を把握した。得られたデータは、戦略的提
携の理論枠組みに基づいて分析し、成果を日本生涯スポーツ学会第 26 回大会にてポスタ
ー発表として共有した。九州共立大学松﨑ゼミナールの 3 年生 10 名は、2 グループに分
かれ、それぞれのテーマに関連する先行研究を調査・分析し、初めてのポスター発表に
挑戦した。作業は困難を伴ったが、担当教員の支援のもと、発表に至るまでの過程で調
査手法、情報整理、デザイン等の実践的スキルを習得し、他大学の学生や教員との交流
からも多くを学ぶことができた。本発表は他自治体への共有も視野に入れた有意義な成
果となった。

３．効果
本調査を通じて、学生は部活動改革における行政と民間の連携の複雑さや実践的課題

を深く理解した。学会発表に向けた準備を通じて、政策的課題を論理的に整理し、他大
学の学生や研究者と議論を交わす中で、自身の研究に対する客観的視点や応答力を高め
た。また、地域実践を可視化したポスターを作成し、他自治体への共有を見据えた成果
物として仕上げたことにより、社会的発信力と研究成果の展開力を養うことができた。
これは今後の卒業研究や地域実践活動への波及効果にもつながる。

学生の声 「行政や民間事業者へのインタビューを通じて、理論と現場のギャップを体感でき
た」「地域の課題を自分たちの言葉でまとめることの難しさと意義を感じた」といった声
が多く、学会参加は単なる知識獲得にとどまらない成長の機会となった。「他大学の学生
と意見交換できたことが刺激になり、卒論のテーマがより明確になった」との意見や、
「ポスターにして他自治体とも共有できる形にまとめたことで、自分たちの研究が実社
会に貢献する可能性を感じた」といった達成感も報告されている。

今後の改善内容

及び展開

今後は、調査対象を宗像市以外の自治体にも拡大し、多様な地域の部活動改革事例を
比較・分析することで、汎用性のある知見の構築を目指す。また、調査手法について
も、インタビューだけでなく、参与観察やアンケート調査など多角的な手法を取り入
れ、質的・量的データを融合させた分析を進めたい。学会発表に向けた学内でのプレ発
表や教員からの継続的な指導体制を整備し、学生のプレゼンテーション力の向上を図る
とともに、ポスター発表の成果を他自治体との意見交換や提言に活用できるよう、自治
体職員との連携体制も強化したい。さらに、プロジェクトの成果と経験を後輩に継承す
るための記録やマニュアル化も検討し、持続可能な学生主体の地域実践モデルとして定
着させていく。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 離島（大島地区）の健康づくり事業

九
共
大

担当者 花田 道子

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 宗像市役所

責任者 健康福祉部 健康課 健康サポート係 山本主幹

事業実施日・回数 2025 年 2 月 22 日（土）《 全１回 》

実施場所 大島福祉センター「ふれ愛センター」

事業対象者･参加人数
事業対象者：20 名

参加人数（学生ボランティア）：7 名

経  費 地域連携推進センター/宗像市/保健所（謝金等）

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

宗像市では、離島における市民の健康づくりの支援を目的に、大島地区で体力測定や

健康講話が行われている。大島地区市民の健康づくり支援を目的とした活動が実施され

ている。「健康測定とレクリエーション」を今年度も「みんなで楽しく体を動かすこと」

を目的にプログラムを提供した。また、大島学園の生徒さんが島の高齢者のために作成

した【大島体操】を動画で見ながら一緒に行なった。「体力測定結果の説明」や「運動面

の効果」などについてお伝えした後、学生たちが楽しい「レクリエーション」や「モル

ック」を実際に行なった。

２．実績

運動による健康づくりの指導や誰でも行えるアダプテッドスポーツ（モルック）で楽

しく身体を動かした。また、島民が持ち帰って自宅でも行えるような運動（筋トレな

ど）の伝達や大島体操について、解説を交えながら一緒に行った。

測定（InBody、開眼片足立ち）と測定後の説明を行った。

３．効果

今回の活動は、終始和やかな雰囲気の中で進められ、大学生との交流を通じて、大島

島民の健康づくりや生きがいづくりに貢献することができた。学生たちは、高齢者の

方々から測定結果に関する質問を受けることで、大学で学んでいる知識を実践的に活か

し、地域に貢献できることを実感するとともに、健康課題について深く理解する貴重な

機会となった。さらに、宗像市役所健康福祉部健康課との連携が強化され、今後のより

充実した活動の展開につながる重要な一歩となった。

学生の声 今回の大島ボランティアに参加して、島民の方とお話させていただいたことで健康に

ついて考える良い機会になりました。食生活や運動を意識的に行っている方が多く、心

地よい運動を継続することの大切さに改めて気づくことができました。これから自分自

身も実践していきたいです。私の担当は大島体操でしたが、学生と島民の方の一体感と

大島学園の生徒さんの気持ちのこもった体操はとても素敵でした。世代間交流を行うこ

とで自分たち学生も元気をもらうことができ、とても良い経験になりました。大変貴重

な経験をさせていただきありがとうございました。【スポーツ学部 4 年 小宮雅史】

今後の改善内容

及び展開

「健康測定とレクリエーション」の活動は、地域の健康づくりに貢献する素晴らしい

取り組みであり、今後の改善と展開については、体力測定の結果をデータ化し、参加者

にフィードバックを提供することで、個々の健康状態の把握と改善につなげれるように

測定データを活用していくこと。それらを継続的にフォローアップできるように測定結

果をもとに、個別の健康アドバイスや運動プログラムを提供し、長期的な健康維持を支

援できると良い。また、この事業は大学生と高齢者との多世代交流の促進にも繋がって

おり、さらに子どもや若者も参加できる交流プログラムを導入し、世代間交流と健康維

持のコラボレーションも良いのではなかろうか。今後も、宗像市役所健康福祉部健康課

との連携を深めながら、宗像市の高齢者の生きがい、健康、ふれあい、社会参加の促進

に貢献したい。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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モルック

大島体操

レクリエーション

今回参加された島民の皆さ

んは運動に積極的に取り組んで

いる方が多いことから、体力的

にも余裕のある方が多い印象で

した！またお話しする中で島民

の方々のあたたかさに触れるこ

とができ、自分自身も元気をも

らえました！

スポーツ学部 4年 堀 愛音

測定結果の説明
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 社教センターフェスティバル

九
共
大

担当者 花田 道子、アダプテッド・スポーツ研究部

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 福岡県立社会教育総合センター/福岡県教育委員会

責任者 福岡県立社会教育総合センター 調査・研修班

事業実施日・回数 2024 年 11 月 10 日（日）10：00～15：00《 全１回 》

実施場所 福岡県立社会教育総合センター

事業対象者･参加人数
事業対象者：700 名（150 家族以上）

参加人数（学生ボランティア）：13 名

経  費 地域連携推進センター/福岡県立社会教育総合センター（謝金等）

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

地域に開かれた施設づくりの一環として、福岡県立社会教育総合センターの施設や自

然を活用した様々な創作活動・体験活動等を地域住民へ提供し、同センターの事業等へ

の理解を深めるとともに、ボランティアの育成を図る。プログラム対象は創作活動及び

体験活動に興味のある子どもや大人など、誰でも自由に参加可能。

今年は、創立 40 周年を記念してステージ発表が行われた。毎年 700 名・150 家族以上

が来場する人気のイベントで、木工工作や火おこし体験、化学工作教室のほか、年齢や

障がいの有無に関わらず楽しめるアダプテッド・スポーツの体験、動物とのふれあい体

験など、様々な活動が展開される。

２．実績

年齢や障がいの有無に関わらず楽しめる「アダプテッド・スポーツ」の体験ブースを

九州共立大学が担当させて頂いた。誰でも楽しめるスポーツ（ボッチャ/スライドサッカ

ー/わなげ/ストラックアウト）体験コーナーを準備して、プログラム参加児童（160

名）へのサポートを実施した。

３．効果

子どもたちは、学生たちが準備したさまざまな体験ブースを何度も回りながら、楽し

そうに挑戦を繰り返していた。学生たちは、積極的に取り組む子どもたちに温かく声を

かけるだけでなく、躊躇している子どもには優しく寄り添いながら、挑戦するきっかけ

を作っていた。中には、子どもへの関わり方が非常に上手な学生もおり、その姿を見て

学んでいる学生も多くいた。こうした交流を通じて、子どもたちが主体的に実践へと踏

み出していくプロセスを、学生自身が体験的に学ぶ貴重な機会となった。

センター職員と連携・協働してプログラムを効果的に実施するなど、本事業を成功さ

せる原動力になった。

学生の声 本事業プランに参加したアダプテッド・スポーツ研究部の学生の多くは、将来教員を

志す者であり、子どもたちに「スポーツの楽しさ」をどのように伝えるべきかを実践的

に学ぶ貴重な機会となった。活動を通じて、スポーツの魅力を届ける喜びを感じると同

時に、異世代との関わりの奥深さや難しさにも直面し、多くの学びを得ることができ

た。この充実した経験を糧に、今後の教育活動への意欲を一層高めることができたよう

である。

今後の改善内容

及び展開

本事業は毎年、学生ボランティアの協力を得ながら実施されており、子どもたちの理

解を深めるとともに、スポーツの楽しさをどのように提供できるかを探求する重要な取

り組みとなっている。特に、パラリンピック種目の「ボッチャ」体験を取り入れること

で、スポーツの多様性を伝え、子どもたちが障がいの有無に関わらず楽しめる競技の魅

力を身近に感じられる機会を提供した。今後の改善と展開としては、体験型プログラム

の充実として、「ボッチャ」のほかにも、車いすバスケットボールやゴールボールなど、

他のパラスポーツを体験できる機会を増やし、子どもたちが幅広いスポーツに触れられ

る環境を整えることや学生ボランティア向けの研修を強化し、子どもたちへの関わり方

や指導のポイントを学ぶ機会を設けることで、より効果的な支援を目指したい。このよ

うな取り組みを進めることで、子どもたちがスポーツを通じて多様な価値観に触れ、主

体的に楽しむ機会を増やしていくことに貢献したい。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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       スライドサッカー             「がんばるぞー！」

     ストラックアウト               わなげ

    
社教センター祝 40周年     「アダプテッド・スポーツ体験」     ↓ ボッチャ
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 「拝命 社長秘書」―社長に同行する 2 日間―

九
共
大

担当者 尾上 百合加

所 属 経済学部

連
携
機
関

機関名 遠賀信用金庫

責任者 地域貢献課長 中谷 満俊 氏

事業実施日・回数 2024 年 8 月～12 月 ≪全 5 回≫

実施場所 北九州市内

事業対象者･参加人数
事業対象者：遠賀信用金庫、㈱グラノ 24K、㈱唐十、(有)ファイン

参加者数 ：経済学部 3 名、

経  費 遠賀信用金庫・地域連携推進センター経常運営費

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

在学中に地域企業での就業体験を通じて、学生が地元企業の魅力や強みを直接知る機

会を提供すること、また本事業を通じて大学と地域企業とのネットワーク強化を図るこ

とを目的として、遠賀信用金庫と本学の連携協定に基づき本事業を実施した。募集の結

果、本学から 3 名の学生が参加した。

２．実績

第 1 回（8 月 10 日）

遠賀信用金庫営業本部にて事前研修会を実施。本事業の全体説明に加え、企業が求

める人材像や「地域ではたらくこと」をテーマにした先輩社員によるパネルディスカ

ッション、ビジネスマナー・コミュニケーション研修などを行った。

第 2・3 回（夏季休暇中）

大学の夏休み期間中に 2 日間、学生が地域企業の経営者に同行し、経営理念や経営

手法に触れた。これにより、通常のインターンシップでは得がたい、より実践的な体

験が提供された。

第 4 回（10 月 19 日）

プレゼン研修を実施。成果発表会に向けて、内容の整理や発表スキルの向上を図っ

た。

第 5 回（12 月 17 日）

成果発表会を開催し、受け入れ企業の社長を招いて、各学生が体験から得た学びを

報告・発表した。発表終了後には懇親会を開き、学生と企業の交流を深める機会とな

った。

３．効果

学生は地域企業での実践的な体験を通じて、地元企業の魅力や役割への理解を深め、

地元就職への意識向上につながった。また、研修や発表会を通じて、ビジネスマナーや

コミュニケーション力の向上も見られた。大学と企業の連携強化にも寄与し、今後のネ

ットワーク形成への基盤が築かれたと感じられる。

学生の声 「実際に社長の仕事内容に直接触れる中で、従業員との積極的な意思疎通や、細やか

な心配りを常に意識されていることに驚かされた」、また「経営者は常に新たな挑戦を続

けている」ことを実感し、視野が大きく広がる貴重な 2 日間の学びとなったと報告があ

った。

今後の改善内容

及び展開

大学生が実社会の現場で学びを得ることは、教室内の学びを深化させ、将来のキャリ

ア形成にも大きく寄与する重要な機会である。本事業は、そうした学びの場を地元の信

用金庫が中心となって構築してくださった点に大きな意義があり、深く感謝している。

今後もこの取り組みを継続・発展させ、さらに多くの学生が地域と関わりながら成長で

きる機会を広げていきたい。
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46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名

スポーツ安全協会助成事業「令和 6 年度スポーツ活動等普及奨励助成事業」

「九州共立大学による「自律性」と「安全性」を完備したアダプテッド・スポーツ・

コミュニティの開発支援」

九
共
大

担当者 松﨑 淳

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 公益財団法人スポーツ安全協会

責任者 助成事業担当者

事業実施日・回数 2024 年 4 月〜2025 年 3 月（全５回）

実施場所 鶴鳴記念館、連携市町における公共施設

事業対象者･参加人数
事業対象者：地域住民

参加人数：391 名（市民）、78 名（大学生・教員）

経  費 スポーツ安全協会（令和 6 年度スポーツ活動等普及奨励助成事業）助成金

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

本事業は、大学のスポーツ資源（人材・施設・教育研究）を活用し、6 市町と連携し

てアダプテッド・スポーツ・アドミニストレーター（ASA）の育成と、アダプテッド・

スポーツ・クラブ（ASC）の設立を支援するものである。世代間交流を促進することに

より、年齢や障がいの有無に関わらず、誰もが参加できるスポーツコミュニティの形成

を目指している。令和 6 年度は、大学を拠点とした教室や運動会の実施に加え、各市町

で出前講座・指導者養成講座を展開し、基盤整備を行っている。また、学生による新種

目の開発や地域住民との協働を通じ、創造性と地域貢献意識の醸成も図られている。

２．実績

令和 6 年度は、大学内で 3 回のアダプテッド・スポーツ教室と地域対抗フェスティバ

ルを開催し、延べ 189 名の地域住民と学生と教員が参加した。出前講座と指導者養成講

座を各市町で実施し、のべ 150 名が参加した。学生・教員の派遣も積極的に行われ、年

間 30 名以上の学生が地域でのプログラム運営に関与。また、新たに創出した種目「身体

を使ったオセロ」も導入され、参加者から高い評価を得ている。

３．効果

地域住民のスポーツ参加機会が拡大し、特にこれまで運動機会の少なかった高齢者や

障がい者を含む層に、参加意欲の高まりが見られた。参加者アンケートでは 85％以上が

「満足」「やや満足」と回答し、身体活動への心理的ハードルが下がったことがうかがえ

る。教室・講座を通じて ASA 候補者の育成が始まり、地域内での実践体制の芽が育ちつ

つある点も本事業の大きな成果である。また、アダプテッド・スポーツの魅力や可能性

が可視化されたことで、各市町の行政担当者やスポーツ推進委員からも事業の継続と発

展に対する前向きな意見が寄せられ、地域全体での取り組み機運が高まりつつある。さ

らに、大学生の参画が地域に新たな活力をもたらし、持続的な地域共生社会の実現に寄

与している。

学生の声 参加学生からは「自分たちが企画・運営したプログラムが地域の笑顔につながった」

「スポーツの可能性と大学の社会的役割を実感した」といった声が多く寄せられた。ま

た、「運動が苦手な人も楽しめるスポーツづくりは新鮮だった」「地域の方々との交流を

通じて視野が広がった」との感想もあり、単なるボランティアにとどまらない実践的な

学びの場となった。さらに、「準備段階で地域ニーズを調査・反映する難しさや重要性を

体験し、実践的な課題解決能力が養われた」「異なる学年や専攻の学生と協働する中で、

コミュニケーション力やリーダーシップが自然と培われた」といった学修的成長の報告

もあり、大学教育としての意義も大きかった。

今後の改善内容

及び展開

今後は参加者数のさらなる拡大が課題であり、SNS や地域メディアを活用した広報体

制の強化が必要である。また、学生の参加意欲を高めるため、授業との連携や単位認定

など動機付けの仕組み作りが求められる。令和 7 年度以降は市町主導への移行を進め、

プログラムの運営を地域に根付かせることで、持続可能なアダプテッド・スポーツ・コ

ミュニティの形成を目指す。加えて、プログラムの多様化も重要であり、シニア層向け

の軽運動や子ども向けの遊び要素を取り入れた種目など、世代ごとの関心やニーズに応

じた活動展開が求められる。さらには、ASC（アダプテッド・スポーツ・クラブ）の活

動を地域の恒例行事として定着させ、参加者同士の継続的なつながりを生む仕組みづく

りも必要である。こうした多角的な展開によって、地域のスポーツ文化の厚みと持続性

を高めていくことが期待される。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
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また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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事業プラン名 地島プロジェクト

九
共
大

担当者 山田 明

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 宗像市地島応援団（福岡県庁職員及び宗像市役所職員有志）

責任者 団長

事業実施日・回数 1 回（令和 6 年 11 月 10 日）

実施場所 地島（宗像市）

事業対象者･参加人数 地島島民・地島応援団／九州共立大学 学生ボランティア 13 名

経  費 地島応援団（福岡県地域振興補助金）、九州共立大学（交通費バス代）

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

過疎化が進む離島である地島（宗像市）の地域活性化を目的に、学生の視点で取り組

んだボランティアである。本プロジェクトは毎年実施しており、今年度は地島産サツマ

イモの収穫、島民及び地島小学校生徒との交流を通して地域活性化に貢献した。学生に

は社会を生き抜く資質能力、いわゆる市民性（シティズンシップ）の涵養を目的とし

た。島民の方には島おこしのサポートによる島の賑わいづくり、大学としては社会貢献

の使命を果たすことを目的とした。

２．実績

学生ボランティアは、地島小学校での次世代育成プログラムの企画・運営を経験し

た。また地島産の良質なサツマイモを収穫（1 トン）し、その製品化を島民の方と検討

する会も開催した。地島応援団との協働で、将来的見通しを持った活動につながるプロ

ジェクトであった。なお、本学の学生は、地島応援団をサポートする目的で、KKK（九

州共立大学）地島応援サポート隊を結成しプロジェクトの運営に大きな力となった。

３．効果

学生が主体となった活動を通して、島民とのふれあい、島おこしという地域活性化に

貢献した。人口減少、少子高齢化が顕著な離島において地域課題は山積している。ボラ

ンティアとして学生がサポートに入り課題を共有、その解決に向けて取り組んでいくと

ころに島民への活力を与える効果があったようだ。学生においても、現実の社会課題に

触れ、机上では学ぶことができない学びの効果（対話力、コミュニケーション能力、地

域社会への認識など）があった。大学おいても、宗像市（本学との包括的地域連携協定

締結先）への社会貢献という大学の使命を果たすことにつながった。
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・活動を通してたくさんの方と会話ができ、地域の温かさを感じました。地島での人と
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・ボランティアは相手のための活動ですが、自分のためでもあると思いました。人と人

との出会いが自分の新しい力になったからです。これからもボランティアに参加した

いと思っています。

今後の改善内容

及び展開

次年度も継続して取り組んでいく。地島小学校における次世代育成プログラム、地島

産サツマイモの商品化をより充実したものとする。学生の事前準備にも力を入れたい。

島の産業を興すという極めて困難な課題であるが、宗像市地島応援団と協働しながら、

サツマイモの商品化及びプロモーションを学生の視点からサポートできるような準備を

計画する。
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業
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大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
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また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
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事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）
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１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町

責任者 産業環境課 環境係

事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回

実施場所 伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校、みどりんぱぁーく（コスモス祭り）

事業対象者
参加人数

経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果

１．事業プランの目的・内容等
当事業は、水巻町内の小学校 3校、伊左座小学校、吉田小学校、朳小学校
に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
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学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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事業プラン名 民産官学協働型・地域活性化プロジェクト

九
共
大

担当者 後藤浩士・諸賀加奈

所 属 経済学部

連
携
機
関

機関名 西部ガス株式会社 営業本部 都市リビング開発部

責任者 まちづくりソリューショングループマネージャー 本田卓也 様

事業実施日・回数 9 月 12 日、11 月 16 日、2 月 2 日、3 月 2 日

実施場所 「cocokaraひのさと」「ひのさと 48」「日の里地区商業店舗」など

事業対象者･参加人数 日の里地区住民・店舗、参加者累計約 50 人

経  費 20 万円

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

9 月 12 日 「ひのさと 48」にて西部ガス営業本部都市リビング開発部まちづくりソリュ

ーショングループから、これまでの日の里地区の再開発に関する説明を受け意見交換を

行った。当日、東郷駅日の里口の「cocokara ひのさと」から「ひのさと 48」までの店舗

の調査を行った。

11 月 16 日 日の里地区の商業店舗・公共施設および周辺住民へのヒアリング調査を行

った（地域のニーズとシーズの確認）。調査結果を報告書にまとめるとともに、各店舗の

店舗プロヂュース及び商品・サービスの企画案について話し合い、原案を整理した（エ

リアマーケティングと販売プロモーション戦略の検討）。これらの原案に基づきワークシ

ョップを開催し、小中学生、高齢者、大学生の三者による民産官学協働の企画を練り上

げていく作業を実施する準備作業を進めた。

2 月 2 日 日の里東小学校、日の里西小学校、日の里小学校、日の里地区コミセン、日

の里地区まちづくり委員会委員長、副委員長、宗像市議会議員への呼びかけを行った。

3 月 2 日 ワークショップの内容と掲示物をブラッシュアップし、参加賞・表彰状など

も準備した。

２．実績

9 月の西部ガスとのコラボレーション企画、11 月の住民や店舗を対象としたアンケー

ト調査を実施し、地域再生の過程にある日の里地区の強みと弱みを「見える化」するこ

とができた。その上で、各店舗・施設のプロデュース案を 2・3 年生で話し合い、掲示物

（ポスター）にまとめた。2 月、3 月は小中学生、大学生、高齢者による多世代間交流の

ワークショップの企画を行なった。まちづくりに関する政策形成過程をミニチュアモデ

ルで実施する案を準備し、当日の審査員に宗像市議会議員も加わっていただく構成とし

た。日の里地区まちづくり委員会には 2 年連続で全面的な協力をいただいた。

３．効果

継続的に取り組むことで、私たちのプロジェクトチームの活動の認知度が上がり、住

民の皆様による協力体制が構築された。参加学生には日の里地区出身者はいなかった

が、訪問する度に親近感が湧き、中長期にわたるまちづくりのビジョンを思い描くこと

ができた。今回のプロジェクトの集大成ともいえる 2・3 月のワークショップは気候等を

理由として実施を見送らざるを得なかったが、入念な準備の過程で学生は地域政策の貴

重な事例を学ぶことができた。

学生の声 参加者の多くが地方公務員を志望しているため、将来を見据えた良い経験になった。

日の里地区に愛着が生まれた。

今後の改善内容

及び展開

1 年目の改善点をほぼ改善することに成功した。しかし、高齢者と小中学生の世代間

交流が中心であるため、気候や流感状況を十分把握して開催する必要がある。これに大

学生の授業日や帰省時期、部活の練習日、アルバイトの日程を考慮し、実施日を調整す

る必要がある。今年度も夏は猛暑、冬は厳冬であったため、高齢者や生徒・児童達には

酷な状況であった。
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事業プラン名 夢と情熱の 2 年計画：「第 1 回 MUNAKATATHLON へ」

九
共
大

担当者 森部 昌広

所 属 経済学部 経済･経営学科

連
携
機
関

機関名 宗像市役所

責任者 経営企画課・産業政策課

事業実施日・回数 2024 年 5 月〜2025 年 3 月

実施場所 むなたびラボ

事業対象者･参加人数
事業対象者：宗像市民 市外住民

参加人数：50 人（参加者）10 人（大学生・教員）

経  費 宗像市（まちの課題解決プロジェクト）助成金

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等

このプロジェクトの最大の目的は「スポーツ×観光」を通じた地域活性化と宗像市の

ブランドアップである。本プランにおいては、宗像市の地域指定課題として挙げられて

いる「自転車を使った観光促進」に目を向け、市内の広大な自然環境や数々の観光スポ

ットを利用したサイクリングイベントの開催を企画した。

また、サイクリングイベントでは、宗像市民だけでなく、地域外からの来訪者にも宗

像市の魅力の再発見と体験機会の創出を図った。

２．実績

レンタル自転車、スタッフの確保など、たくさんの方々からのご支援もありイベント

当日に向けて万全の状態ではあったが、当日の天候不良により参加者の安全面を最大限

に考慮した結果、中止という判断に至った。

３．効果

イベント開催において一番の懸念点であった集客に関しても、募集締切前に定員の 50

名に達し、さらに定員以上の応募があった。あいにく天候不良によりイベントは中止と

なったが、応募者からの暖かい声援を多数いただき、宗像市のサイクリング事業には、

まだ無限大の可能性が秘められていると実感した。地域の指定課題となっていた「自転

車を使った観光促進」は、いずれは宗像市の魅力あるプロジェクトとして定着していく

と思われる。

学生の声 [プロジェクトリーダーの言葉]

約 1 年間にわたる準備期間では、ルート設計や現地調査、飲食店との交渉、広報活動

など初めての経験ばかりであったが、多くの学びと達成感を感じることができた。

イベントは残念ながら天候不良により中止となったが、地域の方々や関係者の皆様の

ご協力があったからこそ、ここまで形にすることができた。この準備期間で得られた地

域とのつながりやチームでの共同経験は、プロジェクト参加者にとって大きな財産とな

っている。今後もこのプロジェクトの経験を活かし、新たな挑戦に取り組みたい。

今後の改善内容

及び展開

今回は 1 日限りのイベント開催をプロジェクトとして提案し取り組んだが、天候不良

によりイベントは中止となった。このことから天候に左右されるプロジェクトは、「まち

の課題解決プロジェクト」には向いていないと思われる。この度の経験から一つ工夫す

るならば、少人数かつ一回のイベントが低予算にて実施できるようなプチイベントを、

プロジェクト期間内に複数回にわたり企画することで、イベントの未実施を避けること

ができると思う。

今回の集客にあたっては、宗像市の小中学校を通じてチラシを配布した。その結果、

子どもたちがイベントに興味を持つことで、保護者の関心も高まり家族での参加につな

がるケースが多く見られたことから、他のイベントにおいても、子どもをきっかけに保

護者も巻き込むことで効果的に参加者を増やすことが考えられる。
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に対して、水巻町地球温暖化防止活動推進員の実施する環境出前講座を、本
学経済学部経済・経営学科の授業科目であるワークショップ B（ステ・公）
を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
ったが、これは、来場者に環境問題に関する知識を身に付けてもらうことを
目的とする取り組みである。

２．実績
出前講座は、子どもたちに、地域のゴミ問題、食品ロス問題を学んでもら
い、家庭ゴミ（サンプル）の分別およびパッカー車への投入を体験してもら
うが、本学の学生は、食品ロス問題の講師と分別体験のサポートを担当した。
コスモス祭り環境教育ブースにおいては、「気候変動クイズ」のパネルを使
い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
事業を通して理解が深まったと感じられる。

学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
りました。その要因として、大学生 1人で小学生 6、7人を同時にサポート
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しなけれƹならなかったことがਫげられます。2回目の講座では、1グルー
プに対し大学生が 2人でサポートしたため、˷ ᘽをもってਦݰすることがで
きたと࣬います。
また、子どもたちからクイズがとても楽しかったとᎥくことができたので、
クイズの時᧓をفやすことで、さらに子どもたちの環境問題への理解が深ま
るのではないかと࣬いました。

ʻ後のોծ内容
及びޒ᧏

2024年度においても水巻町環境出前講座事業はዒዓされるため、ࡽきዓ
きワークショップ B（ステ・公）の履修者をӲ小学校に෉ᢔし、子どもたち
の環境問題へのさらなる理解に繋げていきたい。
また、この事業を通して、行政職志望の学生の職業ᚇも᫱っていきたい。
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年  度 2023年度

事業プラン名 水巻町環境出前講座事業

九
州
共
立
大

学

担当者 森江 由美子

所 属 経済学部 経済・経営学科

連
携
機
関

機関名 水巻町
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事業実施日・回数 2023年 5/26、7/5、9/15、10/21・22  計 5回
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経済・経営学科科目ワークショップ B（ステ・公）履修者
46名（延べ）

経  費 水巻町

事業プランの目
的・内容等及び実
績と効果
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を履修する学生が運営サポートすることにより、子どもたちが環境問題につ
いて楽しく学び、さらなる理解促進に繋げることを目的とする。
また、水巻町コスモス祭り環境教育ブースにおいても、運営サポートを行
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目的とする取り組みである。

２．実績
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い、来場者にはクイズに挑戦していただき、推進員や応援スタッフ（本学学
生）と答え合わせをした後、エコファミリーについて説明を行うことにより、
環境問題に関する知識を身に付けてもらった。

３．効果
出前講座においては、水巻町地球温暖化防止活動推進員の方に代わり、食
品ロス問題の講師を本学学生が担当させていただいたが、説明にクイズ形式
を取り入れる等工夫を凝らしたことにより、子どもたちがより環境問題に興
味を持ち、学んだことを直ぐに実践したいと約束してくれたとの報告を産業
環境課より受けた。
また、コスモス祭り環境教育ブースにおいては、来場者の環境問題への理
解を深めることに貢献することができたと考える。
なお、参加学生は全員公務員志望者であるため、将来自分たちが希望する
行政職の職務内容や、職員の方々の仕事に対する姿勢等について、この連携
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学生の声 私は、環境出前講座に 2回参加しました。初回は、水巻町のキャラクター
である「みずまろ」の補助役を担当し、２回目は、ゴミの分別体験をサポー
トしました。初回は、直接子どもたちと関わる機会がありませんでしたが、
他のメンバーがゴミの分別を教えている場面を俯瞰的に見ることができ、ス
ムーズにできているグループと苦戦しているところと様々であることが分か
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事業プラン名
宗像市「大学生の力によるまちの課題解決プロジェクト」

「遊び」と「文化」の融合による  新たなスポーツ・運動のきっかけづくり  

九
共
大

担当者 松﨑 淳

所 属 スポーツ学部

連
携
機
関

機関名 宗像市

責任者 経営企画課 人づくり推進係

事業実施日・回数 2024 年 7 月〜2025 年 3 月（全５回）

実施場所 宗像ユリックス、グローバルアリーナ

事業対象者･参加人数
事業対象者：宗像市民

参加人数：410 名（市民）、11 名（大学生・教員）

経  費 宗像市（大学生の力によるまちの課題解決プロジェクト）助成金

目的・内容等及び

実績と効果

１．目的・内容等
宗像市では、スポーツ実施率の低さや地域住民の運動機会の減少、情報発信手段の不

足、推進人材の不足といった課題がある。松﨑ゼミナール 2 期生は、まちプロ 2023 の
振り返りと宗像市のスポーツ関連事業の分析を通じて、同市の取り組みが特定種目に偏
っている現状を明らかにした。これを受け、今後は青少年から高齢者まで幅広い層を対
象に、誰もが参加しやすい「遊び」と「文化」を取り入れた活動が求められると提言。
そこでゼミ生は、オープンスペースを活用した等身大オセロの体験型プログラムを展開
し、身体と頭を同時に使う運動機会を創出。また、「スポーツで笑顔・元気あふれるまち
づくり」の実現に向けて、運動やスポーツの様子を捉えたフォトコンテストや、スポー
ツ・健康をテーマにした川柳コンテストを開催し、市民の関心と参加を促した。

２．実績
松﨑ゼミナール 2 期生は、宗像市のスポーツ参加率の低さや無関心層の存在を踏ま

え、「遊び」と「文化」を融合させた新たなスポーツ振興プロジェクトを実施した。等身
大オセロを用いた体験型プログラムでは、誰もが楽しめる非競技的な運動機会を提供
し、参加者から高い満足度を得た。また、フォトコンテストや川柳コンテストを通じ
て、地域住民の創造的な関与を促し、スポーツに対する関心と健康意識の向上に寄与し
た。こうした活動は今後の持続的な地域スポーツ振興にもつながるものである。

３．効果
本プロジェクトは、宗像市のスポーツ無関心層に対する新たなアプローチとして、「遊

び」と「文化」を融合した活動を展開することで、地域住民の参加意欲と関心を高める
効果を上げた。等身大オセロなどの非競技的運動は参加のハードルを下げ、フォト・川
柳コンテストは多様な住民層に表現の機会を提供した。参加者からは満足度が高く、特
に子どもには「考える力」や「コミュニケーション力」の育成にもつながった。今後の
継続的発展が期待される。

学生の声 本プロジェクトに参加した松﨑ゼミナール 2 期生からは、「地域の課題を自らの手で分
析し、解決策を形にする貴重な経験となった」「運動が苦手な人や関心のない人にも楽し
んでもらえる仕掛けづくりの難しさとやりがいを実感した」といった声が寄せられた。

特に、等身大オセロの企画・運営に関わった学生は、「実際に地域住民と関わること
で、想像していた以上に多様なニーズがあることに気づき、自分の視野が広がった」と
振り返っている。また、フォトコンテストや川柳コンテストの審査や広報を担当した学
生からは、「文化を通じて地域とつながる感覚が新鮮だった」「スポーツ振興の手法に多
様性があることを学んだ」との意見もあり、学生一人ひとりにとって実践的な学びの場
となった。

今後の改善内容

及び展開

今後の改善点として、まず参加者数の確保が重要な課題である。今回のプロジェクト
では、魅力ある内容でありながら、周知不足により参加が限定的であった。今後は、
SNS や地域メディア、学校や公共施設での広報活動を強化し、早期かつ継続的な情報発
信を行う必要がある。また、学生の参加意欲を高めるために、大学の教育プログラムと
連携し、活動を単位認定や成績評価に結び付ける仕組みの導入も有効である。今後の展
開としては、世代やライフスタイルに応じた多様なプログラムを企画し、シニア層向け
の軽運動や親子で楽しめる体験型イベントなど、地域住民の多様なニーズに応える形で
スポーツ・文化活動を拡充していくことで、宗像市全体のスポーツ振興をより持続可能
なものにしていきたい。
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2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回
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　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外
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講師  朴　淑子 講師  八代　眞知子
 5݆ 7日・14日・21日・28日  5݆15日・2�日
 6݆ 4日・11日・18日・25日  6݆ 5日・1�日
 7݆ 2日・�日・16日・23日  7݆ 3日・17日

時間  10時00分～11時30分 時間  13時30分～15時00分
受講料  12�000ԃ 受講料  6�000ԃ
ఈҽ  10名 ఈҽ  20名

講師  古木　誠彦
 5݆10日・17日・24日・31日
 6݆ 7日・21日・28日
 7݆ 5日・12日・26日

時間  13時05分～14時35分
受講料  10�000ԃ
ఈҽ  20名

講師  朴　淑子 講師  八代　眞知子
 10݆ 1日・ 8日・15日・22日・2�日  10݆ 2日・16日
 11݆ 5日・1�日・26日  11݆ 6日・20日
 12݆ 3日・10日・17日・24日  12݆ 4日・18日
 1݆ 7日・14日・21日・28日  1݆ 8日・22日

時間  10時00分～11時30分 時間  13時30分～15時00分
受講料  16�000ԃ 受講料  8�000ԃ
ఈҽ  10名 ఈҽ  20名

講師  古木　誠彦
 10݆11日・18日
 11݆ 8日・15日・22日・2�日
 12݆13日・20日
 1݆10日・17日・24日・31日

時間  13時05分～14時35分
受講料  12�000ԃ
ఈҽ  20名

日本の書にேક
期間：10݆11日～1݆31日

日ఖ

期間10݆1日～1݆28日 期間：10݆2日～1݆22日

日ఖ 日ఖ

書道技法講座

2024年【後期】
公開講座開講Ҳལ

美しい韓国語 歌う喜び「世界の名曲」
韓国のχϧϜやྃߨを楽しもう 日本や世界の歌を味わい、නݳしよう

日本の書にேક
期間：5݆10日～7݆26日

日ఖ

期間：5݆7日～7݆23日 期間：5݆15日～7݆17日

日ఖ 日ఖ

書道技法講座

韓国のχϧϜやྃߨを楽しもう 日本や世界の歌を味わい、නݳしよう

九州ཱིڠ大学地域連携推進センター
2024年【前期】

公開講座開講Ҳལ

美しい韓国語 歌う喜び「世界の名曲」2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外

2024年度に地域連携推進センターで開催された講座は、前期3講座、後期3講座の合計6講座でした。
講座の延べ人数は 626名、受講生は 60名でした。

【公開講座】

男 女 合計

美しい韓国語（前期）
5/7～7/23　火曜日
10：00～11：30　12回

3 5 8

美しい韓国語（後期）
10/1～1/28　火曜日
10：00～11：30　16回

2 5 7

歌う喜び「世界の名曲」(前期)
5/15～7/17　水曜日
13：30～15：00　6回

1 9 10

歌う喜び「世界の名曲」(後期)
10/2～1/22　水曜日
13：30～15：00　8回

1 8 9

書道技法講座（前期）
5/10～7/26　金曜日
13：05～14：35　10回

0 13 13

書道技法講座（後期）
10/11～1/31　金曜日
13：05～14：35　12回

0 13 13

7 53 60

＊受講生アンケート＊
・授業内容はもとより、韓国の文化など先生の話がとても興味深くて、楽しい授業です。

・いつも先生の伴奏でお仲間と楽しく歌わせて頂いています。

・大学の公開講座とても勉強になります。学問や技術、経験等を学ぶことに生き甲斐を感じます。

・貴重な資料を見させて頂き、通常体験出来ない体験をさせて頂いています。

・色々と書法を学べ、とても楽しく受講できました。漢字かなととても奥深く感じました。

・いつも楽しく分かりやすい説明をしていただいています。日本語と韓国語の特徴が、よく分かります。
　時には、いつも使っている日本語について改めての気づきもあります。

・中国の書、日本の書の歴史を教えていただけるのは大変ありがたく思っています。高齢になっても勉強が出来
　る喜びを感じております。

・日本は勿論、世界の名曲を限られた期間の中で、沢山教えていただきました。又、季節毎の歌も楽しみました。

・講義では、いつも資料を配布していただき、分かりやすくていねいに教えていただいています。その日の課題
　も、興味深く取り組めるように毎回準備していただき、１人１人の作品の添削や助言をいただいています。

八代　眞知子

九州女子大学
古木　誠彦

公開講座　計

朴　淑子

2024年度【前期・後期】公開講座実績報告

講座名 実施期間・回数
受講生数

担当講師

性 別

男 女

年 代

50代 60代 70代 80代

居住地

八幡西区 八幡東区 若松区

小倉北区 市外
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講師  ৶ీ　よしの 講師 文߄　޳ߒ 
 5݆31日  6݆3日・10日・17日・24日
 6݆14日・28日  7݆1日
 7݆12日・26日
 8݆23日
 �݆13日(ˠ)・27日(ˠ)

時間  10時00分～11時30分 時間  13時00分～15時00分
受講料  10�000ԃʶউ֒ฯݧ料 受講料  2�500ԃ
ఈҽ  16名 ఈҽ  20名

（ˠ）大学内計ժٵՍōୈ෫のため中ࢯとなった2回分を、พ日に延ௗしてଲԢした。

講師  ৶ీ　よしの 講師 文߄　޳ߒ 
 10݆25日  11݆11日・18日・25日
 11݆ 8日・22日  12݆ 2日・�日
 12݆ 6日・20日
 1݆17日(ˠ)・24日(ˠ)
 2݆14日・21日(ˠ)

時間  13時00分～14時30分 時間  13時00分～15時00分
受講料  10�000ԃʶউ֒ฯݧ料 受講料  2�500ԃ
ఈҽ  16名 ఈҽ  20名

（ˠ）੷ઉのため中ࢯとなった2回分を、พ日に延期してଲԢした。

期間：5݆31日～�݆27日 期間：6݆3日～7݆1日

日ఖ日ఖ

九州ཱིڠ大学地域連携推進センター
2024年【前期】

຿ΩϪρζ開講Ҳལࢤ

ηϛーς਩໾で໖Ӻྙを高めようʄ 数学૱ॄฦକฦ

期間10݆25日～2݆21日 期間：11݆11日～12݆�日

日ఖ 日ఖ

2024年【後期】
຿ΩϪρζ開講Ҳལࢤ

ηϛーς਩໾で໖Ӻྙを高めようʄ 数学૱ॄฦକฦ
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TEL&FAX  093-693-3255 E-mail  renkei-2015@kyukyo-u.ac.jp
〒807-8585　北九州市八幡西区自由ケ丘1-8

2024年度　九州共立大学　地域連携推進センター報告書
発行　令和 7 年 7 月

学校法人福原学園

九州共立大学　地域連携推進センター
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